
２００９年７月１７日

東洋電機製造株式会社

２００８年度 決算説明会
（ ２００９年５月期 ）
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次次 第第

■決算説明

１．２００９年５月期の決算概要

２．２０１０年５月期の決算見通し

３．事業別の見通し

４．Ｒ＆Ｄ新棟とＣＳＲ

■新中期経営計画

「チャレンジアップ プラン」について

■富士電機システムズとの業務提携について

■質疑・応答：３０分
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１．２００９年５月期の決算概要１．２００９年５月期の決算概要

交通は横ばい、

産業・ＩＴが減少

交通は堅調

備 考

△９．５２円

△４２８

＋７０

＋５

△４，９０４

△２，４０９

前年比

０．３％１．４％率

３６，４６４３８，８７３受注高

１０３５３２当期純利益

＋１１．８４円

３．１％

１，１９７

３．６％

１，３９１

３８，１３０

２００８年

５月期

＋２．３２円
１株当り

当期純利益

１，２６７経常利益

３．８％率

３３，２２６売上高

４．２％率

１，３９６営業利益

２００９年

５月期

１－１．連結業績の概要

単位：百万円
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１．２００９年５月期の決算概要１．２００９年５月期の決算概要

１－２．事業別 受注・売上・営業利益

１，３９６△１１５１０１，５０１２００９年５月期

△４，９０４△７４３△３，５０２△６５９前年比

△２，４０９△２４５△４，５８７＋２，４２１前年比

営業利益

売上額

受注高

△７８８

７９８

１２，３９９

１５，９０１

１０，０３６

１４，６２３

産業

△１６４

４９

１，７０４

２，４４７

２，０７３

２，３１８

ＩＴ

３８，８７３２１，９３２２００８年５月期

＋９５７

５４４

１９，１２２

１９，７８１

２４，３５３

交通

１，３９１２００８年５月期

＋５前年比

３６，４６４２００９年５月期

３３，２２６２００９年５月期

３８，１３０２００８年５月期

合計

単位：百万円
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１－３．営業利益の主な増減要因

交通 △２億円

産業 △１０億円

ＩＴ △２億円

増収（減収）効果

交通 会計基準対応 ＋８億円粗利改善

交通 生産効率向上 ＋４億円

産業 人件費・経費削減 ＋２億円
生産効率ほか

内容要因

１．２００９年５月期の決算概要１．２００９年５月期の決算概要
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△２６．１１円

－

△１，２６５

＋８５６

△１，３２５

△１，０９０

△１，５００

△２，５９１

前年比

・保有有価証券の時価

総額が減少

・自己株式取得

備考

２０，２０５２１，７０５流動資産

１２，５７５１３，６６５固定資産

３８．０％３８．８％自己資本比率

３２，７８０３５，３７１総資産

１２，４６４１３，７２９純資産

３０８．５１円

５，５０５

２１，６４１

２００８年

５月末

２８２．４０円１株当り純資産

６，３６１うち有利子負債

２０，３１６負債合計

２００９年

５月末

単位：百万円

１－４．連結財政状態

１．２００９年５月期の決算概要１．２００９年５月期の決算概要
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単位：百万円

＋１１．２７円

＋４９７

△６７

△９６

＋１，７７４

＋３，５３６

前年比

２．３２円

０．３％

１０３

３．８％

１，２６７

４．２％

１，３９６

３３，２２６

３６，４６４

２００９年

５月期

１．７％率

・交通が増加４０，０００受注高

６００当期純利益

１３．５９円
１株当り

当期純利益

１，２００経常利益

３．１％率

・交通が増加３５，０００売上高

３．７％率

１，３００営業利益

備考
２０１０年

５月期

２－１．連結見通し

２．２０１０年５月期の通期見通し２．２０１０年５月期の通期見通し
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２－２．事業別 受注・売上・営業利益

－－

△１００

－－

－－

３００

－－

－－

３００

－－

新事業

１，３００５０△３００１，６５０２０１０年５月期

＋１，７７４＋４９６△２，３９９＋３，３７８前年比

＋３，５３６△７３＋９６４＋２，３４７前年比

営業利益

売上額

受注高

△３１０

１０

１０，０００

１２，３９９

１１，０００

１０，０３６

産業

＋１６５

△１１５

２，２００

１，７０４

２，０００

２，０７３

ＩＴ

３６，４６４２４，３５３２００９年５月期

＋１４９

１，５０１

２２，５００

１９，１２２

２６，７００

交通

１，３９６２００９年５月期

△９６前年比

４０，０００２０１０年５月期

３５，０００２０１０年５月期

３３，２２６２００９年５月期

合計

単位：百万円

２．２０１０年５月期の通期見通し２．２０１０年５月期の通期見通し
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２－３．受注環境

①サブプライム問題で米国経済が変調し世界同時不況へ

回復は２０１０年年明けからを想定

②世界各地で鉄道インフラ投資が活発化

市場一般

①設備投資の回復は２０１０年以降

②社会インフラは構造的に減少傾向
産業

①駅務機器のＩＣカード化対応の市場規模は横ばいＩ Ｔ

①国内は、堅調

②海外は、高速鉄道・都市交通網の整備が旺盛
交通

コメント

２．２０１０年５月期の通期見通し２．２０１０年５月期の通期見通し
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２－４．営業利益の主な増減要因

交通 人件費・経費増加 △６億円

産業 人件費・経費削減 ＋５億円
固定費

交通 ＋２億円

産業 子会社 △１億円
生産効率ほか

交通 ＋６億円

産業 △７億円

内容

増収（減収）効果

要因

２．２０１０年５月期の通期見通し２．２０１０年５月期の通期見通し
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①安定した配当を基本方針とする。

②内部留保は、将来の事業拡大・経営基盤強化を図るために、研究開発・

設備投資・海外展開などへ戦略的に充当するほか、財務体質の強化に

充てる。

６円

２００９年

５月期

６円

２０１０年

５月期

６円

２００８年

５月期

５円

２００６年

５月期

６円

２００７年

５月期

１株当たり

年間配当金

（予想）

（参考） 発行済み株式総数の約５．２％の自社株を保有。

２．２０１０年５月期の通期見通し２．２０１０年５月期の通期見通し

２－５．配当について
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３－１．交通事業部

７．８％２．８％率

＋９５７１，５０１５４４営業利益

△６５９１９，１２２１９，７８１売上高

＋２，４２１２４，３５３２１，９３２受注高

前年比
２００９年

５月期

２００８年

５月期

＋２，３４７２６，７００受注高

＋３，３７８２２，５００売上高

＋１４９１，６５０営業利益

率 ７．３％

前年比
２０１０年

５月期

① 2009年5月期 実績（連結） ② 2010年5月期 見通し（連結）

《コメント》

■受 注 ： 国内向けが増加
■売 上 ： 海外向けが一段落
■営業利益 ： 会計基準対応

生産効率向上

《 コメント》

■受 注： 海外向けが大幅増加

■売 上： 海外向けが増加

■営業利益： 生産効率向上

海外子会社収益性改善

（単位：百万円）

３．事業別の見通し３．事業別の見通し
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３－１．交通事業部 ～トピックス～

①ＪＲ東日本Ｅ５系新幹線用電機品受注

・JR東日本は東北新幹線新青森駅開業に向けて
最高時速３２０キロ走行の次世代新幹線車両を
製作開始。

・主電動機、駆動装置、補助電源装置、集電装置
などを受注。

３．事業別の見通し３．事業別の見通し

東北新幹線
盛岡・新青森間
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３－１．交通事業部 ～トピックス～

・中国鉄道部傘下の車両メーカー、
四方車両廠(青島市)から受注。

・広州と武漢の約1000kmを結ぶ
路線を最高時速350kmで走る
車両30編成(1編成8両)向けに、
720セットの駆動装置を製造。

・2010年内の開業までに、 今年夏
から順次納入。

３．事業別の見通し３．事業別の見通し

②武漢・広州間高速鉄道向け
駆動装置大量受注
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３－１．交通事業部 ～トピックス～

３．事業別の見通し３．事業別の見通し

③成都地下鉄１号線向け電機品

・２０１０年秋の開業に向けて、
順次納入。

・納入品
車両用電機品（走行制御装置、
主電動機、駆動装置、低圧電源
装置、伝送装置）

車両用ブレーキ装置

成都地下鉄１号線路線図
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３－２．産業事業部

０．１％５．０％率

△７８８１０７９８営業利益

△３，５０２１２，３９９１５，９０１売上高

△４，５８７１０，０３６１４，６２３受注高

前年比
２００９年

５月期

２００８年

５月期

＋９６４１１，０００受注高

△２，３９９１０，０００売上高

△３１０△３００営業利益

率 －－

前年比
２０１０年

５月期

① 2009年5月期 実績（連結） ② 2010年5月期 見通し（連結）

《コメント》

■受 注：後半から激減
■売 上：後半から減少
■営業利益：売上減少なるも黒字確保

人件費・経費削減

《 コメント》

■受 注： 回復は２０１０年年明けから
■売 上： 上期は厳しい
■営業利益： 売上減少で赤字見込み

損益分岐点は１１０億円

（単位：百万円）

３．事業別の見通し３．事業別の見通し
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３－３．ＩＴ事業部

－－２．０％率

△１６４△１１５４９営業利益

△７４３１，７０４２，４４７売上高

△２４５２，０７３２，３１８受注高

前年比
２００９年

５月期

２００８年

５月期

△７３２，０００受注高

＋４９６２，２００売上高

＋１６５５０営業利益

率 ２．３％

前年比
２０１０年

５月期

① 2009年5月期 実績（連結） ② 2010年5月期 見通し（連結）

《コメント》

■受 注： ＩＣカード化対応が一巡
■売 上： 同上
■営業利益： 売上減少で赤字

《コメント》

■受 注： 遠隔監視システム拡販
■売 上： 遠隔監視システムが増加
■営業利益： 売上増加で黒字確保

（単位：百万円）

３．事業別の見通し３．事業別の見通し
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■無線式設備データ収集システム「東洋ワイヤレス計測システム」
２００９年７月販売開始

・バッテリーレス、ワイヤレスで簡単設置

・設備監視分野で、省エネ効果測定等に応用可能

３．事業別の見通し３．事業別の見通し

３－３．ＩＴ事業部 ～トピックス～

受信ユニット パソコン

アナログセンサ

電流センサ

電力センサ

無線
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３．事業別の見通し３．事業別の見通し

３－４．事業開発部（新事業）

■２００９年６月からＥＶシステムの事業化をめざして事業開発部を創設
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４．Ｒ＆Ｄ新棟とＣＳＲ４．Ｒ＆Ｄ新棟とＣＳＲ

ソーラーパネル

新棟完成予想図

風力発電
（自社研究開発品）

① 横浜製作所に研究開発・設計棟を建設中。（本年１２月竣工）
太陽光・風力発電を設置

当社 横浜製作所

②工場のレイアウト変更と
増産対応



新中期経営計画
「チャレンジアップ プラン」について

２００９年６月～２０１２年５月
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「チャレンジアッププラン」の基本方針「チャレンジアッププラン」の基本方針

（１）グループ企業価値の増大

（２）海外展開の強化

（３）新事業の創生

（４）新製品の開発

（５）ＣＳＲへの取り組みの強化

（６）活力ある企業風土の創造
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「チャレンジアッププラン」の数値目標「チャレンジアッププラン」の数値目標

１，５００１０３当期純利益

２，８００１，２６７経常利益

２０１２年
５月期目標

２００９年
５月期実績

７．２％４．２％（率）

３，０００１，３９６営業利益

４２，０００３３，２２６売上高

（単位：百万円）
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287 290
302

347
324

365
381

332
350

420

3.7

17.7
25.3 25.9

19.2
14 14 13

30

18.5

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

02/05期 03/05期 04/05期 05/05期 06/05期 07/05期 08/05期 09/05期 10/05期 12/05期
0

50

100

150

売上高（目盛：左）

営業利益（目盛：右）

イノベーション９０グローアップ１２３

（単位：億円）

（プロジェクト－０）

《《ご参考ご参考》》売上高・営業利益の推移と見通し売上高・営業利益の推移と見通し

チャレンジアップ プラン

～
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《《ご参考ご参考》》交通事業部交通事業部 業績の推移業績の推移

149 148

187

163
172

198
191

225

250

15.5 16.0

5.1 5.4

15.0 16.5
22.0

9.8
13.0

0

50

100

150

200

250

300

03/05期 04/05期 05/05期 06/05期 07/05期 08/05期 09/05期 10/05期 12/05期
0

50

100
売上高（目盛：左）

営業利益（目盛：右）

イノベーション９０グローアップ１２３
（プロジェクト－０）

（単位：億円）

チャレンジアップ プラン

～
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《《ご参考ご参考》》産業事業部産業事業部 業績の推移業績の推移

141

128
135

145

157 159

124

100

130

8.4
10.9 10.0 8.0

0.1
5.06.54.9

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

03/05期 04/05期 05/05期 06/05期 07/05期 08/05期 09/05期 10/05期 12/05期
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
売上高（目盛：左）

営業利益（目盛：右）

イノベーション９０グローアップ１２３（プロジェクト－０）

（単位：億円）

チャレンジアップ プラン

－3.0

～
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《《ご参考ご参考》》ＩＴ事業部ＩＴ事業部 業績の推移業績の推移

26
25
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24
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（単位：百万円）

①海外売上比率は上昇したが、１５％の回復を２０１０年５月期の目標とする。

②中国・米国の都市交通、アジアにおける発電分野に今後も積極的に参入。

《《ご参考ご参考》》海外売上の推移海外売上の推移
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（単位：百万円）

《《ご参考ご参考》》設備投資額・減価償却費の推移設備投資額・減価償却費の推移

イノベーション９０グローアップ１２３ チャレンジアップ プラン

～
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《《ご参考ご参考》》研究開発費の推移研究開発費の推移

イノベーション９０グローアップ１２３ チャレンジアップ プラン

～



31

95 96 97 94
88

95
98

92

1,023

1,150

1,1101,0971,0871,081
1,0641,071

0

20

40

60

80

100

120

140

160

04/05期 05/05期 06/05期 07/05期 08/05期 09/05期 10/05期 12/05期

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200
（単位：億円）

人員（期末）

（単位：人）

《《ご参考ご参考》》人件費・人員の推移人件費・人員の推移

※契約・期間社員約５０名を含む

人件費

～
イノベーション９０グローアップ１２３ チャレンジアップ プラン

※
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富士電機システムズと鉄道車両用電機品で業務提携

・交流機器を含めた鉄道車両用電機品を一貫して供給可能

・米国、中国、インド、ロシアなどの海外市場において、鉄道車両用
電機品一式をシステム供給可能

＜協働内容＞
（１）資材調達
（２）共同研究開発
（３）製品の相互補完
（４）エンジニアリング業務
（５）サービス業務の協働

富士電機システムズとの業務提携について富士電機システムズとの業務提携について
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ご注意ご注意

・業績予想等に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可
能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に関わる本資料発
表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後の
様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

・本資料における将来の予測等に関する記述は、本資料の発表日現
在において入手可能な情報に基づいて当社グループで判断したもの
です。必ずしも網羅的に記載・記述されているわけではありません。



ご静聴ありがとうございました。
http://www.toyodenki.co.jp

＜本件のお問合わせ先＞

東洋電機製造株式会社

企画部 広報・ＩＲ・ＣＳＲグループ

ＴＥＬ：０３－３５３５－０６３３

Email：kikaku@toyodenki.co.jp


